
沖縄の芸能 と服装文化

奥 平 志づ江

1.は じめ に

人間の生活活動の進歩の過程における所産が文

明であ り,そ の中で,特 に精神的所産 を文化 と言

うようであるが,私 は,単 純に,「生活の知恵によ

る所産の中でハー ドなもの(有 形の もの)を 物質

文明,ソ フ トなもの(無 形のもの)を 文化」 と表

現 したい。

文化の中でも,芸 能文化が最 もエネルギッシュ

な感動を誘 うような気がする。最近,偶 々,沖 縄

舞踊 を観賞す る機会に恵まれた折にも,全 く特異

な感情 をか き立てられたものである。勿論,何 処

の地方の民族舞踊と音楽,服 装の組合せで も,そ

の風土 と住民に特有の素晴 らしい文化の息吹 きを

感 じさせ られるものであるが,沖 縄舞踊に見られ

る優雅 と哀愁,バ イタリテー と静緩に魂を引きず

り込 まれるような不思議 な感動 を覚 え,而 もバ ラ

エテーの豊か さに感心 した。このことが沖縄の芸

能文化 に関心を抱いZ調 査 を進める動機 となった。

沖縄の文化を育てたものは何であろう。それは

勿論,そ こに住む人々が代々歩んだ歴史であり,

考 えた知恵であり,行 なった努力の集積であろう。

海洋に点在する島々に生 きる部族を直接又は間接

に征 服 し,統 一一して誕生 した琉球王 国(1200年

頃),そ の成立の過程で,海 によって周囲を守られ

なが ら,そ れを越 えて統合 された島々,そ の後 ,

暫 くは,大 方,平 穏 に暮 し続 けた人々,突 如 とし

て遥かなる先進大国たる中国に破 られた平和の夢,

進貢 と引 き換えに交易でもたらされた文明の恩典,

それ も束の間,近 くの薩摩藩 による侵略で,搾 取,

忍従 の生活を強いられた江戸時代からの苦悩,廃

藩置県による再生,近 くは第2次 世界大戦で,国 の

盾 となって米軍と戦 った結果,蒙 った想像 を絶する

程の住民の犠牲,そ の後,大 きな後遺症(米 軍基

地)を 残 したままの本土復帰,全 く悲惨 と屈辱の

連続が沖縄の歴史である。 このような惨階たる歴

史の洗礼 を受けながら,温 暖な気候 と海洋資源に

恵まれた風土に育った優 しく明るい人々,厳 しい

自然(台 風)の 試練に鍛 えられて培われた忍耐強

さ,悲 しみの中で楽 しさ(生 き甲斐)を 求めよう

とす る知恵 と持 ち前の豊かな感性(情 緒) ,そ れに

固有の文化 と異文化の融け合 った ものが時間をか

けて沖縄の芸能文化 を育成 したことは想像で きる。
これ ら,も ろもろの要因が絡み合って織 りなす芸

能文化の一端 を琉装 と幾つかの舞踊姿 を参考にし

て紹介する。舞踊と密接に関わ り合 う音楽と歌詩

については,尚,芸 術的な素養 と方言に関する知

識 を必要 とするので割愛す る。

2.琉 装の種類

琉装 とは沖縄の服装のことであるが,現 在の服

装ではない。琉装は中国と大和の国(沖 縄では 日

本本土のことをいった)の 影響を受けた ところに

琉球独特の工夫 を加 えた服装である。琉装の種類

を知るためには,沖 縄舞踊の衣裳 と装身具等を風

俗学的臟 載 ることが良いと考える・

(1)胴 衣 と裾

図115～16世 紀(室 町時代)に は,胴 衣 と裾

が女の正式な表着であった。上流階級の婦人達 は

彩色 を施された舶来の繻子織地で胴衣 を仕立たと

いう。庶民の用いた胴衣の素材は芭蕉布 と麻布で

ある。裾は本土の古墳時代の裳(も すそ)に 類す

一31一



つい

るもので,胴 衣の対 として着 た。細い襞が足元ま

で規則正 しく並び,巾 は腰廻 りの二倍 に達 した と

当時の記録にある。しかし,19世 紀の初めに数種類

の長着が礼服として出現 してから,胴 衣 と裾は正

式な表着ではなくなる。宮女達の間では,胴 衣 と
ちようじん

裾は,朝 衣(王 府 に出仕する時の衣服)の 下に着

られたが,19世 紀後半か ら一般庶民 の冠婚,祭

礼などの礼服の内着 となった。和服が表着 として

広 まったの も其の頃である。胴衣は赤,黄 などの

色物,裾 は白と黒に限られていた。

図1胴 衣 と裾

(2)上 流婦人の打掛衣裳

図2は 首里王府に仕 える上級士族夫人の道行

き姿(外 出着)で,打 掛の下 には胴衣や裾を着

け,そ の上から紫の帯 を結んで,そ の端を前に垂

らし,打 掛の広い襟の中程 をそこに挟んでいる。
びんがた

この広袖の紅型染打掛を 「わぼ うやあ」 と言う。

頭は 「かむろ」 と言われ る髪型で前に牡丹の花 を

つけ,紫 の布 を締めて布の残 りを後に垂 らし,足

には赤色の足袋 を履いている。但 し足袋は上級士

族以上に限られた。

図3は 家の中での打掛姿である。年令 と階級

により打掛の模様や色が変わる。年をとると赤か

ら青系統になる。但し黄色は貴族に限 り用いられ

た。,

図4は 紅型の着物の上に更に紅型染の打掛を

着た姿である。これは貴族の装 いで,王 女(う み

ないび)も このような衣裳 をつけた。

髪型は 「からじ」(最 も普通の髪型)で ある。帯

は外出の時 も着用しない。

(3)婦 人の 日常着

図5は 絣の着物の上 に別柄「ひいたあ」(コ ー

トのようなもの)を 着た姿である。髪型は娘 と異

り,左 右がふ くらみ,山 は低 くて少 し前に出てい
はじ ち

る。針突(入 れ墨)を した手には藍傘 を持 ち,足

には草履 を穿いている。上級士族は竹皮草履,下
いぐさ

級士族は藺 草履,そ して百姓 はアダン葉草履 と区

図2上 流婦人の道行姿
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別 されていた。

図6は 士族の娘達の 日常着である。絣模様の

「一巾に一柄」 を 「ちゆたま」 と言い
,年 令が多

くなるにしたがい一巾に二柄(ふ たたま)三 柄(み

たま〉五柄(い つたま)と しだいに小 さい柄を用

いた。 この着付 を 「うしんち一」 と言い,礼 服に

は用いない。農家の娘が着 る筒袖の表着を 「どす

で」 と言 う。普通は,左 襟の端 を右脇の腰紐に押

込んで別に帯を用いず 「どすで」の下に股のある

袴を穿 いて細紐で締め,そ れに着物の端を押 し込

むか ら,こ の着装法 を「うしんち一」(押 し込むの

意)と いう。

図5ひ いたあを着
た婦人

図6「 うしん ち一」

を着 た娘姿

図7右 は芭蕉布の着物を着て帯を前に締め,

編笠 を肩 にかけた農家の娘姿である。左 は編笠 を

被 り,野 良仕事,そ の他の用足 しに出かける時の

姿である。このように片肌を抜いで物売 りにくる

姿は昭和初期 頃の町で もよく見か けられた という。

図7編 笠姿 右は笠 を肩に

左は笠 を被っている

(4)青 年の日常着

図8芭 蕉布の着物に帯をしめた漁村の青年男

女の姿で,男 は櫂を,女 はザルを持っている。女

の髪型は 「からじ」で,男 は 「かたか しら」 と言

うチ ョンマゲを結い,縦 縞の着物を着ている。

図8漁 村の青年男女

図9は 農村青年の日常着で,普通には細かい絣

柄が多 く用いられた。腰には手拭 とアダンの草履

を提げ,袖 は筒袖で,ミ ンサー織の帯(ミ ンとは

中国の綿,サ ーは狭いの意で織模様のある巾の狭
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い帯 の こ と)を 締め てい る。 ミンサ ー織 は八重山

地 方の もの で,沖 縄 本島で は無地 の帯 を しめ たよ

うで ある。

図9農 村の青年

下の者には足袋の着用は許されなかった。

下駄は士族以上に限られ,百 姓 はアダンの草履

しか履けなかったことは前述の通 りである。

男の帯は通常角帯で前結び,農 工業に従 うもの

は細い帯をした。士族は略式の時,広 袖の上着 を

着て大帯(21cm～24cm巾)を 前 に結び締めたが,

明治中期以後,兵 児帯を後結びにするようになっ

た。近代 における衣服の形は和服 と同 じであるが,

袖は広袖で襟は巾広 く,表 の方に二つに折 って重
マチ

ねる。袖の下部 と身頃の間に档 を付け,男 女 とも
ついたけ

対丈 にな って い る。
かたかしら かみ

髪は小 さく束ねて結い,こ れを片 髪 と言い,髪
おささしさし

指,押 指の二本の簪をさした。女 は男が元服に結
マ ユイ

う 「真結」 と同 じものを結い,「 じいふあ」(簪 の

意)を1本 さして護身用 とした。今ではこの風俗

が舞踊の世界に残 されている。

4.琉 球 舞踊の生 い立 ち

3.服 制 と階級

16世紀に入ると首里王府は官職 にあるものの服
かんざし はちま き

制を制定 し,金 銀の簪 と頭巾(幅)の 色で貴賤

の別 を示 した。 その後,服 制は細分化し,一般人に

いたるまで,衣 服,冠 帯,装 身具等のすべてに、

ついて細か く規制するようにな り,服 制は徹底 し

た。尚真王は地方の領主である 「按司」 を首里に

集めて日本の大名に類する位 を与え,そ の権威を

汎 く認識 させた。 その後,大 名と上級士族以外の

下級武士 と,町 百姓や商工業者等は那覇 に住 まわ

せた。地方の百姓 は農村に固着させて農業に専従

させ,他 の地に移動することは許 されなかった。

身分 に従って分けられた服制 と階級の細かい規定

は明治時代 まで固定された。

百姓には色糸,撚 糸は勿論,手 の込んだ絽織

綾織の使用も禁止 され,平 織だけしか許 されなか

った。紅型や藍型を使 うことも士族以上に許され,

縞柄や絣の模様の数,模 様の大小は身分,年 令 を

あらわし,身 分の高いものは柄 も大きく派手で,

年令 も若いほど柄の大 きいものを使った。足袋は

按司以上が白足袋,旗 本格の士族が黒で,そ れ以

琉球舞踊を大きく分けると,島 々 と村々に昔か

ら伝わって,お 祭 りの場で踊 られる 「庶民舞踊」

と,そ れを母体 に優雅な音楽 と所作を加 えて創作

され王府で踊られた宮廷舞踊(古 典舞踊又は王朝

舞踊 とも言 う)の 二種類である。何れも前大戦中

を除いて現在 も踊られているが,宮 廷舞踊は鑑賞

の目的だけで踊 るもの と聞いている。沖縄の踊 り

に関わ る古文書で現在知 られ る最古の ものは,

12～17世 紀に村落で歌われた歌謡 を採録 ・編集 し

た歌謡集 「おもろさうし」であ り,そ の中の巻九

の 「ええじや書 き」(行 間の注記)に 「おもろ」

を謡 う時の踊 りの所作が示 されている。農業や

漁業 を主 とする村落の祭 りで踊 られた庶民 舞踊

は,比 較的 にテンポの早 い所作 であるが,こ れ

が三線(三 味線)の 伴奏 と緩やかなメロデーに

マッチした優雅な 「舞いと踊 り」に変って,よ り

高い格調 と芸術性 を表現 した宮廷舞踊 となったよ

うである。このように祭 りの踊 りから芸術性の高

い王朝風の古典舞踊にまで再生するきっかけを作
ゴ カンセン

ったのは,御 冠船の行事であり,こ れ を卓越 した

芸術性 と創造性でユニー クな音楽に仕立上げたの
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は,18世 紀初期に踊 り奉行 として活躍した玉城朝

薫(1684年 ～1734年)で あると言われる。御冠船

とは,琉 球王の即位 にあたって,そ の任命のため
サツプウ シ

中国か ら来島する冊封使の乗る船のことである。

その使者達を接待するために首里王府で準備され

た王朝舞踊を 「御冠船踊 り」 と言い,首 里王府の

士族が踊った由緒のあるもので,玉 城朝薫の創作

になる代表的な 「組踊 り」である。彼は踊 り奉行

に任命される以前か ら本土に度々往来 して和文学

を修め,能 や歌舞伎を研究する機会 にも恵まれた

ため,そ の所作が琉球舞踊にも多分に織 り込まれ

たようである。明治以降に創 られた雑踊に見られ

る腰から上の動 きや手の動 きはイン ド舞踊 と同系

の東南アジア諸国の踊 りと共通する点が多 く,腰

から下,特 に足 さばきは足の裏を床から離さず摺

るように して歩 くその所作は,古 典舞踊(能)に 類

す る。 つまり,沖 縄の芸能文化は固有の伝統文化

が 日本本土,中 国,東 南アジア諸国の影響 を受け

て育成された もの と言われる。

5.舞 踊の種類 と服装

琉球舞踊の一部について服装 と併せて略説する。
おん な

(1)「 御 前風 」 には 「か ぎや で風」,「恩納節 」,
なかぐす く めえ く てい なが い ひ や

「中城 はんた前節」
,「特牛節」,「長伊平屋節」の

五曲があ り,沖 縄では祝宴の座開 きに踊るおめで

たい踊 りで,踊 りの主役 をつ とめる老人は長者の

大王であ り,庶 民の理想像でもある。長寿,富,

子孫繁栄 を意味する舞で,昔 は王の御前以外では

披露されなかった宮廷舞踊の典型である。

図10は 「かぎやで風節」 を踊る老人であるが,

老翁,老 姥の二人で踊るのが普通で,略 式 として,

老翁,又 は若衆だけで踊 ることもある。老人踊 り

は寛衣 に広帯を締め,頭 巾を被 り扇 を持って荘重

に踊るのが定ま りである。

(2)二 才踊 り 注:二 才 とは青二才 と同 じく若

者の意である。二才踊 りには種類が多 く,何 れ も

正装に威儀 を正 した若者の活発 な踊 りである。
ぬぷ い くどうち

図11は 「上 り口説」の舞い姿である。黒紋付

に広袖,五 寸巾に織った角帯 を端から身体に巻 き

つけ,最 後を帯の問に折って差 し込み,黒 白の縦

縞の脚絆を巻 き,扇 子(杖 を持つ場合 もある)を

持 った若者の凛々しい服装である。

図11上 り口説

図12厂 江佐節」は古 くか ら伝 えられている二

才踊 りで,右 手に扇 を持 ち勇壮 な曲にのって踊る

お祝儀舞踊である。江佐節は座 をひ きたてるのに

役立つ と言われる。
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図12江 佐節

(3)女 踊 りの幾 つか を次 にあげ る。
っくでんぶ し

図13「 作田節」(女 団扇踊 り)は 酷暑の頃扇 を

もって 「作田節」を踊っている姿で,扇 によって

ようや く人心地を得,そ れに感謝する風情が伺え

る。紅型衣裳 を打かけにして踊 り,手 足 と目の使

い方に特徴がある。
い の ふあ

図14は 「伊野波節」(女 笠踊 り)の 踊 り姿で,

亜熱帯の花 と仏教的な蓮華 を組合せた沖縄独 自の

意匠である花笠は,燃 えるような緋色に波模様の

青が まつわ り,南 国的のデザインである。花笠は

被 らず,手 に持 って踊る場合が多 く,カ スタネッ

トのような四つ竹を持つこともある。

図14伊 野波節(女 笠踊 り)

しゆうどん

図15は 「諸 屯」(女 手踊 り)の 踊 り姿で ある。

諸屯の踊 りは満たされぬ恋に悶々ともだえる女心

を主題にしたもので,手 踊と言って何 も持たずに

手をこねらせて踊る。
かせかけ

図16は 「綛掛」(綛 掛 踊 り)の 絵 で ある。 この
かせ

踊 りは綛(つ むいだ糸を巻 く道具のこと)と 枠 を

持 ち軽快な リズムで踊られる。着付が右肩袖抜 き

になっているのは,仕 事 をしている上流婦人の姿

を表現 したものである。

図13作 田節(女 団扇踊 り)
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図15諸 屯(女 手踊 り)

図16綛 掛踊 り

(4)庶 民生活を主題にして明治以後に創 られた

踊 りを 「雜踊」 と言 う。

図17は 「むんじゆる」の踊 りである。

注:(「 むん じゆる」とは麦の芯で作 った笠のこ

とである)

この踊 りは清純な田舎娘が,い としい人から,

むん じゆる笠 を贈 られた喜びをテーマにした踊 り

です。芭蕉衣 を片袖抜 きに着て,琉 髪 に柏(は ち

まき)を 前結びにしている。

図17む ん じゆ る一 踊 り

たんちや め

図18「 谷茶前」踊 りは漁村の男女を現 した踊 り

である。男は櫂で舟 を漕ぎ,女 は海の幸 をザルに

持ってお り,生 き生 きとした喜びの表情がよみ と

れる。

注:(沖 縄では夫が採った魚を女が買い とって

売 る習慣がある)

図18谷 茶前踊 り
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はと ま ぶし

図19は 「鳩間節」の舞である。

注 二(鳩 間島は西表島の北方に鳩の巣のような

形で浮ぶ小島である)

これは鳩間島で稲や粟の豊穣を神に感謝するこ

とを現す踊 りである。着流 しに衣 を着け,ミ ンサ

ー帯を締め,白 い脚絆をつけ,白 足袋 を穿 き,頭

には紫の長布を前で結んでいる。

この踊 りは手足の動 きが大 きく闊達 な面 白い踊

りである。

6.ま と め

図19鳩 間節踊 り

島々で会 った大部分の人が三味線を弾 き,民 謡

を歌い,踊 りの輪に入れることを知 り,芸 能文化

の層の厚いのにも驚かされた。沖縄の文化史をひ

もとくと,総 じて貧富の差を感 じ,神 に仕 え,祖

先を尊ぶ信仰心が今 も心の支えとして生 きている

ことが判 る。

"旅農民のうた"の 本 より引用した71才 のツル

おばあさんの言葉に,「楽 しくせん とね,何 も無い

所だか らさ,こ ういうもの(祭 り等)は 娯楽でも

あるわけさ,楽 しみがないと生 きていけんさね。

だから祭 りも働 くことも同 じ意味があるわけさ,

うちら(私 達)に は,ど んな台風が襲 ってです よ,

家を壊され,畑 をやられてもです よ,み んな一生

懸命や りましたよ。ご馳走作 って,腹 いっぱい子

供達 にも食べ させて……そ うす ると疲れも無 くな

る。気分 も晴れたですよ。また来年 まで生 きられ

る。来年になったら祭 りがあるんだからと思 うと
う たき

です よ」 とある。この語 りから,御 嶽(氏 神)を

中心に行 われる神の行事の意味 を悟 ることがで き

た。大 らかな心で,強 烈な太陽の下で美 しい珊瑚

礁の風景 を眺めながら生活 している人達 に幸あれ

と祈 りたい。

注:モ ノクロの図ばか りで色彩豊かな服装 を表

現出来なかったことが惜 しまれる。
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